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ＥＳＧ説明会
「持続可能な社会の実現に向けた取り組み」

ー 環境ビジョン2050の推進 ー
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富士電機株式会社
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環境保護基本方針

1992年制定
2003年改定
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富士電機は、地球社会の良き企業市民として企業の社会的責任の重要性を
認識し、地球環境保護への取り組みを経営の重要課題の一つと位置づけ、
持続可能な社会を実現するため、次の基本方針に基づいてグローバルに行
動します。

１．地球環境保護に貢献する製品・技術の提供

２．製品ライフサイクルにおける環境負荷の低減

３．事業活動での環境負荷の削減

４．法規制・基準の遵守

５．環境マネジメントシステムの確立と継続的改善

６．従業員の意識向上と社会貢献

７．コミュニケーションの推進
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環境経営体制

富士電機株式会社 社長

環境経営推進統括責任者

（生産・調達本部長）

地球環境保護委員会

（委員長：生産・調達本部長）

環境推進責任者会議

（議長：環境管理部長）

事業所、工場、子会社、関連会社
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環境 これまでの取り組み

2009年4月制定
※１：2014年改定
※2：2017年改定

地球温暖化防止
生産時のCO2排出量を２０%削減します。

（２００６年度基準）

製品のエネルギー効率を向上させ、

省エネ･創エネ製品で社会のCO2排出量を

３,０００万トン※1,2削減します。

企業の社会的責任
環境国民運動、自然環境保護活動、

環境教育を通して環境意識の向上に

努めます。

循環型社会形成
製品の3R(リデュース･リユース･リサイクル)

を推進し、環境配慮製品を拡大します。

廃棄物･エネルギー･化学物質などの削減に

より事業所のゼロエミッションを達成します。

環境ビジョン２０２０
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環境ビジョン２０２０ 地球温暖化防止

■２０１８年度実績
生産時のCO2排出量は高効率設備の導入等の省エネ活動推進により１５％削減
社会のCO2は省エネ製品と創エネ製品の供給により３,０１６万トンの削減に貢献
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【生産時のCO2排出量】
2006年度の電力係数を使用

【社会のCO2削減量】

実績：15％

当該年度の電力係数を使用

（排出量：万トン-CO2 ） （削減量：万トン-CO2 ）

※算出方法は「低炭素社会実行計画」に準拠
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環境ビジョン２０２０ 循環型社会形成
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■２０１８年度実績
廃棄物の最終処分率は汚泥処理方法の変更などにより１.６％まで低減
水投入量は増産により対前年で増加したが、リサイクル率は１２.２％まで拡大

【廃棄物最終処分量・最終処分率（％）】

（最終処分率：％）（最終処分量：トン）

【水投入量・リサイクル率】

（リサイクル率：％）（投入量：km3）
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環境ビジョン２０２０ 企業の社会的責任

自然環境保護活動、環境教育の推進

活動の種類
主な実績（年度）

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

環境国民運動

自然環境
保護活動

環境教育

サンゴの植付け
（タイ）

森林の里親活動
（長野）

農地再生活動
（熊本）

農地再生活動（熊本、山梨）

森林保全活動（東京、長野）

植樹活動（中国、フィリピン、タイ 他）

生物多様性保全活動（東京、熊本、タイ他）

社員向け環境コンプライアンス研修（新任取締役他）

子ども向け環境学校（熊本、山梨）

子ども向け自然体験塾（東京、静岡）

クールビズ、ライトダウン
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環境ビジョン２０５０ 背景

気候変動の脅威に対する世界全体での対応を強化する事を目的とした

パリ協定の国際合意を受けた、日本の「地球温暖化対策計画」※１及び

「第五次環境基本計画」※２に対応する必要がある。

 長期的な目標を見据えた戦略的取組
２０５０年までに８０％の温室効果ガスの排出削減を目指す

 中期目標（2030 年度削減目標）の達成に向けた取組
２０３０年度において、２０１３年度比２６％減の水準にする

 製品・サービスのサプライチェーンを通じた環境負荷の低減

※１：我が国の地球温暖化対策の目指す方向

 低炭素社会
 循環型社会
 自然共生社会

※２：目指すべき持続可能な社会の姿
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富士電機の革新的クリーンエネルギー技術・省エネ製品の普及拡大を通じ
「低炭素社会」「循環型社会」「自然共生社会」の実現を目指します

低炭素社会の実現
サプライチェーン全体の温室効果ガス排出量８０％以上削減を目指します

循環型社会の実現

環境負荷ゼロを目指す
グリーンサプライチェーンの構築と

３Rを推進します

自然共生社会の実現

企業活動により生物多様性に貢献し
生態系への影響ゼロを目指します

• 生産時の温室効果ガス排出量
３１％削減
【温室効果ガス排出量基準年：2013年度】

【2030年度目標】

• 製品による社会のCO2削減量
5,000万トン/年に貢献

環境負荷の低減 環境価値の創出

環境ビジョン２０５０ 制定
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環境ビジョン２０５０の取り組み

■ クリーンエネルギー製品・省エネルギー製品の提供で環境負荷低減に貢献する
■ 生産時の取組みは、サプライチェーンの上流側へ取り組みを拡大していく

環境ビジョン２０５０

生産時
（スコープ１）燃料の燃焼によるCO2及び

CO2以外の温室効果ガス

（スコープ２）電力使用にともない発電所から

排出されるCO2

＜上流＞ サプライチェーン ＜下流＞

採掘 製造

廃棄 輸送 など

製品の使用原材料・部品

低炭素
社会

循環型
社会

環境悪化を招く化学物質削減
環境保全活動

環境貢献製品

環境配慮製品（製品の３R）
生産時の廃棄物削減、水のリサイクル

お取引先様 自社 お客様

サプライチェーン全体の温室効果ガス排出量８０％以上削減を目指します

製品（省エネ）によるCO2

削減 ５,０００万トン/年

生産時の温室効果ガス排出量
３１％削減

2030年度
目標

自然共生
社会

製品の輸送、
使用、廃棄 など

ｸﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰ,省ｴﾈﾙｷﾞｰ製品

グリーン調達

お取引先様
との連携

10

（スコープ３上流） （スコープ３下流）
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【環境ビジョン２０５０】低炭素社会の実現

課題

原材料
部品調達

生産 輸送

生産時の温室効果ガス削減

クリーンエネルギー・省エネ製品による
社会のCO2削減貢献

３１%削減（2013年度比） ５,０００万トン／年

生産時の温室効果ガス
排出削減計画の実行

サプライチェーン上流に
対する温室効果ガス削減
に関する取り組み拡大

販売した製品の使用に伴う
温室効果ガス排出量の削減

スコープ3算定範囲の把握

原材料 部品調達 生産 製品やサービスの使用

スコープ３
上流

スコープ１
スコープ２

スコープ３
下流

２０１３年度
構成比

２０３０年度
目標

２０５０年
目標

サプライチェーン全体
８０％削減

11

サプライチェーン

75％

製品やサービスの使用

産業用、コンポーネント+システム製品 ※1

8％ 16％ 1％
現状

算定範囲

※1：民生分野で使われるテレビ・パソコン用の電源部品の損失電力や、自販機の消費電力と冷媒ガス封入量など、自社製品の影響が直接及ぶ範囲
で算定、産業向け製品は、顧客の排出量報告に含まれるため算出していない。

民生分野
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２０３０年度目標：生産時の温室効果ガス排出量の削減計画

■生産時の温室効果ガス排出量 ３１%削減（２０１３年度比、目標値 ３７万トン）
省エネ等でCO2削減、除害装置等でCO2以外を削減する

温室効果ガス排出量削減 実績と計画
排出量
（万トン）

目標値
37万トン （成行き）

CO2削減▲10.3

目標▲31%

電力係数効果▲4.6

【CO2削減】▲10.3

LED化 / インバータ化
空調高効率化

設備省エネ運転 等

【電力係数効果】▲4.6

2013年 0.567

2030年 0.370
（ｔ－CO2/MWｈ）

【CO2以外削減】▲5.6

除害装置設置
SF6代替/削減

PFC,HFC代替/削減

電力係数 0.567 0.496 0.370

CO2以外削減▲5.6
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生産時の温室効果ガス排出削減（事例）

■山梨工場
・クリーンエネルギー技術で生産時のCO2排出量を削減
（２０１６年度省エネ大賞 ［経済産業大臣賞］受賞）
・新規導入設備には除害装置を適用しCO2以外の温室効果ガス排出を継続抑制

東京電力へ売電

ファクトリーエネルギー
マネジメントシステム

監視システム

分析システム

需給最適化支援システム

第2棟
（パワー半導体CR）

ＬＮＧ
(液化天然ガス）

第1棟太陽光発電システム

“排熱”の有効活用等よりエネルギー効率を改善しCO2を34％削減 (導入前比）

コジェネレーションシステム

燃料電池 ガスエンジン

自社製
省エネ機器

インバータ

モータ
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生産時の温室効果ガス排出削減（事例）

■中国・無錫富士電機社、富士電機マニュファクチャリング（タイランド）社

・生産活動における再生可能エネルギーの活用

太陽光発電導入事例

再生可能エネルギー導入によるCO２排出削減率
無錫富士電機社 （容量1,200kW） ・・・２０％
富士電機ﾏﾆｭﾌｧｸﾁｬﾘﾝｸﾞ(ﾀｲﾗﾝﾄﾞ)社 （容量 既設500kW、増設870kW） ・・・３０％
（第３棟完成時、日中電力の７０～９０％を太陽光で供給）

富士電機マニュファクチャリング（タイランド）社無錫富士電機社
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２０３０年度目標：製品による社会のCO2削減貢献計画

■環境配慮製品による社会のCO2削減 5,０００万トン/年に貢献
・省エネ製品、クリーンエネルギー、低損失パワー半導体などの製品で貢献

製品による社会のCO2削減貢献量 実績と見通し
（電力係数換算後）

削減
貢献量
（万トン）

電力係数 0.567 0.496 0.370

目標
5,000万トン以上

※削減量算出は環境省･経産省ガイドラインに準拠

【発電プラント】
地熱発電、太陽光発電、
風力、バイオマス発電 等

【食品流通】
自動販売機、
ショーケース 等

【電子デバイス】
SiCモジュール、
車載用IGBT 等

【パワエレシステム】
インバータ、高効率モータ、
トランス、UPS 等

【環境配慮製品】

15
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51%
47%

2%

5%

11%

15%

3%

3%

18%

17%

5%

4%

3%

3%

7％

6％

16

セグメント別売上高とCO2削減貢献量

5,466 6,000

1,373

2,000
1,136

1,2001,070

800622

600

-519 -600
2018年度

セグメント別売上高

3,016万トン

4,029万トン

セグメント別CO2削減貢献量

2023年度
中期計画

2018年度 2023年度
中期計画

71%

75%

64%

67%
ﾊﾟﾜｴﾚｼｽﾃﾑ・
電子ﾃﾞﾊﾞｲｽ
構成比

ｻｰﾎﾞ
ｲﾝﾊﾞｰﾀ

その他
ﾊﾟﾜｴﾚｼｽﾃﾑ

電子デバイス

食品流通

地熱発電

水力発電

太陽光発電

その他発電

電子デバイス

食品流通

パワエレ
システム

発電プラント

その他9,149億円

10,000億円

パワエレ
システム

52%

発電プラント
30%

53%

31%

131%
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富士電機のクリーンエネルギー・省エネ・環境貢献製品

クリーンエネルギー・省エネ製品 環境貢献製品

スクラバ
トンネル換気設備 EMS

スマート
メータ

マグネットスイッチ コンタクタ

車載用IGBTSiCモジュール

インバータ 高効率モータ
地熱発電

太陽光発電・PCS

風力発電

ショーケース 自販機

トランス
車両用主変換装置

UPS

規格：FER-K9903 エコ製品・スーパーエコ製品認定規程

電力モニタ ガス分析計 放射線
計測装置

クリーンエネルギー

省エネ製品カタログ

2018年度売上高比率：76％

2018年度売上高比率：7％

2018年度売上高比率：13％

190

95

0

50

100

150

200

年間ＣＯ２排出量[t]

従来品 現行品
CO2削減量：約95t-CO2/年

インバータの例
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富士電機の環境配慮製品（パワエレ機器）
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富士電機の環境配慮製品（パワエレ機器）
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富士電機の環境配慮製品（パワー半導体）

第4世代IGBTモジュールを起点に最新のAll SiCモジュールは

損失電力を７７％削減

①シリコンIGBT技術の進展
薄型化、微細化、構造の最適化

②SiCの一部適用

③SiCの全面適用

④SiC技術の進展

イ
ン
バ
ー
タ
駆
動
時
の
損
失
電
力
（
規
格
値
）

IGBTモジュール

第4世代

SiCモジュール

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ All SiC
1G

All SiC
2G第5世代 第6世代 第7世代

※All SiC 1G,2G：
ﾄﾚﾝﾁｹﾞｰﾄMOSFET

第1,2世代適用

整流素子のみSiC適用
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100% 97% 90% 67% 59% 59% 56% 29% 29% 29% 29% 25% 22% 18% 17% 17% 17% 17% 17%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

※缶自販機の代表的な30セレクション5重サーペンタイン機／2001年機を基準とした指数

●ハイブリッドヒートポンプ導入

2001年を起点に年間消費電力量を83％削減

富士電機の環境配慮製品（自販機）

1台あたり
年間消費電力量

565kWh
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１．製品の３Rを推進し、環境配慮製品を拡大

・３Rを考慮した素材･製品の開発･設計

２．生産時環境負荷の最小化

・連結対象工場での廃棄物最終処分率１%未満の達成

・水の効率的な利用をリサイクルの拡大などで推進し原単位を1.8km3/億円以下に維持

３．お取引先様と取り組む環境対応の推進

・お取引先様環境保全活動との連携と啓蒙活動の実施

環境負荷ゼロを目指すグリーンサプライチェーンの構築と３Rを推進します

【環境ビジョン２０５０】循環型社会の実現

22

【水使用量原単位（km3/億円）】

（原単位：km3/億円）（使用量：km3）

目標：1.8以下

目標：1.0未満

【グローバル廃棄物最終処分率（％）】

（最終処分率：％）（排出量：千トン）
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サプライチェーン全体の取り組み（循環型社会実現）

環境負荷ゼロを目指すグリーンサプライチェーンの構築と３Rを推進

富士電機の環境保全活動

調達/購買 生産 物流

設計

使用

製品廃棄

お取引先様の環境保全活動
部品・材料

連
携

グリーンサプライチェーン

【廃棄】・分別容易性
・梱包材の見直し、減量

【製品】・小型化、軽量化
・リサイクル可能材料の選択

【生産時】・廃棄物削減
・水のリサイクル率向上

【調達】・環境配慮製品、材料の購入
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廃棄物削減の取り組み（事例）

■マレーシア富士電機社（電子デバイス工場）

・廃棄物最終処分量の削減

排水処理工程で除去される汚泥をセメントに再資源化

廃棄物最終処分量
2018年度実績：70％削減 （2016年度比）

廃棄物リサイクル工場「AKBK循環資源製造所」
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水有効活用の取り組み（事例）

■松本工場（電子デバイス工場）

・水使用量の削減、およびリサイクル利用

 電気式純水製造装置の導入
イオン交換樹脂再生薬剤の排水処理が不要となり、
水資源を削減

 排水回収システムの導入
工場排水を回収し、再生処理を行うことで
工場内の冷却塔やトイレなどに使う水として再利用
（約1,000トン/日）

◆純水リサイクルの取り組み
製造工程からの排水を選別し、比較的良質な部分を原水
としてリサイクル

排水回収システム



©2019 Fuji Electric Co., Ltd. All rights reserved.

１．事業活動と製品での環境負荷低減

・環境悪化に関わる化学物質（VOC：揮発性有機化合物）を適切に管理し排出量1,694トン以下を維持

・環境貢献製品の技術革新

２．地域貢献活動を通した自然保全活動の推進

・里山再生活動、地域清掃活動の推進

・海洋/河川の保全活動：植樹活動、海岸の清掃活動の実施

・従業員への環境教育の実施

・理科教室や研修、職場体験・工場見学などの実施

企業活動により生物多様性に貢献し生態系への影響ゼロを目指す

【グローバル化学物質（VOC）排出量】

【環境ビジョン２０５０】自然共生社会の実現
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目標：

1,694以下

（排出量：トン）
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EGCS*制御盤
流量制御
インバータ

水質計
pH,PAH,濁度

ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ式
SO2/CO2計

レーザー式
SO2/CO2計

2020年からスタートする一般海域のSOx規制に対応
船舶の排ガスに含まれるSOxを９８％以上除去
従来のSOxスクラバとの体積比で50%以上もコンパクト

取り組み事例／船舶向け排ガス浄化システム

*EGCS：船舶向け排ガス浄化システム
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1．本資料および本説明会に含まれる予想値および将来の見通しに関する記述・言明は、

弊社が現在入手可能な情報による判断および仮定に基づいております。その判断や

仮定に内在する不確実性および事業運営や内外の状況変化により、実際に生じる結

果が予測内容とは実質的に異なる可能性があり、弊社は、将来予測に関するいかな

る内容についても、その確実性を保証するものではありません。

2．本資料は、情報の提供を目的とするものであり、弊社の株式の売買を勧誘するもので

はありません。

3．目的を問わず、本資料を無断で引用または複製することを禁じます。

注記
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